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凡例




これは「改造」第十二卷第十二號（昭和五年十二月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

誤字・誤植と思われるものも底本どおりとし、ママルビを付して〔　〕内に訂正しました。








年末と小賣商




檜　六郎







1




　ブルジヨア新聞は、いはゆる大川財閥系の樺太工業會社とか大日本人肥會社のごとき若干の札付會社が、政府および日本銀行の心配で、どうやら年末の金融がつくことになつた結果、『わが財界』は年末無事經過するだらうと報じてゐる。產業資本閥の一たるすでに沒落した若尾財閥の後を承けて、沒落の有難くもない白羽の矢をたてられてゐた大川財閥も、大金融資本閥ひいては濱口内閣のお情けによつて、餘命を幾分取り止められたわけである。が、お情けはあくまでお情けであつて、かうした『穩便な』態度をとつた大金融資本閥およびブルジヨア政府の眞意は、むろん、これによつて財界整理過程を絕對的に回避しようといふのではなくて、むしろ最も有効且つ巧妙に『整理』を强行するために、年末といふ最も社會的・經濟的に混亂し易い時期における整理强行を一時回避したまでである。すなはち、この下半期における資本攻勢の增大は、何人も否定出來ぬやうに、勞働階級の抵抗をかつて見ないほど深刻化し、加ふるに農村窮乏の刻々の激化はこの出來秋を待つていかなる事態をひきおこすやも計り難いといふ・全國勞働者および農民大衆の息づまるやうな、雰圍氣ふんゐきは、皮肉にも、危機に瀕する產業資本閥に對する一種のカンフル注射たる副作用をなしたのである。だが、勞働者、農民はむろんのこと、わが小賣商にとつても、年末を控へて、一體どんな『カンフル注射』があるといふのか。
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　全體としての小賣商が、すでに沒落の道を急ぎつゝあることには、今日何人も異存あるまい。尤も、三越、白木屋とかいふ百貨店も一種の小賣商ではないかといふ『物識り』には、筆者はまた何をか云はんやである。

　全體としての小賣商沒落の最大原因の一つは、小賣商の數が、絕對的にも相對的にも過剩になつたことである。

　小賣商過剩の原因は、（イ）サラリーマンの内職、主人歿後の遺族や、退職・解雇等による失業者の方向轉換策としての商店開業の增加および商人志望者の自然增加等の絕對的過剩原因と（ロ）百貨店、連鎖店、通信販賣、消費組合、購賣組合、公私設市場等の發達による相對的過剩原因に二大別し得るであらう。

　まづ、絕對的過剩原因を見てみよう。

　今日、サラリーマンの多くは、俸給以外の何等かの形の副業ないし内職によつて辛うじて生活を維持してゐる。試みに、大都市の郊外における小商店を調べてみるがいい。いかにサラリーマンの内職ないし副業としての小商店が多いことか。

　また、退職・解雇等による諸々の失業者がなけなしの退職手當ないし解雇手當等をはたいて、いかに多くのちつぽけな『店』を張つてゐることか。（尤も最近では、素人商人に早變りするものは大槪露店開業である。彼等の退職・解雇手當をもつて一軒の店を張ることは、今日大多數の場合不可能だからだ。）

　さらに、既存小賣商の子弟ないし店員の增加は、必然に、商人志望者の自然增加をもたらす。（これまた、最近では、彼等の商人志望は單なる志望に止まつていはゆる『のれん』を店主から分けて貰ふやうな習慣は、事實上僅かしか行はれてゐない。すでに店主そのものに分けてやるべき『のれん』がなくなつてゐるからだ。）
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　が、以上の絕對的過剩原因は實は今日では、小賣商沒落の大した要因をなしては居らぬ。なぜなら、かうした原因による小賣商の『增加』は、今日ほとんど不可能だからである。

　ところが、右にあげた小賣商の相對的過剩性は、小賣商沒落の大きな要因をなしてゐる。

　例へば、小賣商問題といふと、吾々は直ちに百貨店の姿を思ひ出す。小賣商にとつては、今日、それほど、百貨店の存在が死活の問題になつてゐるのである。私は、ここで、百貨店對小賣商の問題を詳しく取扱つてゐるいとまはないが、最近における大百貨店の巨步的發展振りを見るものは、理窟なしに、小賣商の沒落促進を直感するはずである。例へば、最近竣功した三越の新宿大分店をみるがいい。新宿附近の小賣商の一部は、新宿名物が新に一つふえた結果、むしろ客足をひいて各小賣商の賣上げも增加したと悅んでゐるさうだが、これは一時的現象にすぎなからう。結局は、三越分店に喰はれる運命にあることは否定出來ぬ。もしそれ、中央線沿線に於ける小賣商に至つては、すでに三越新宿新分店の開業は大脅威となつてゐる。

　たま〳〵三越に言及した序でに、さらに一言すれば、最近三越は、『不景氣を逆に當てこんで』三越大百貨店網を、橫濱、京都、名古屋、仙臺、札幌、福岡、廣島、金澤、基隆、臺北等全國主要都市四十八ケ所に張るべく、劃策中と傳へられ、各都市の小賣商は大恐慌を來してゐるといふ。

　全國的百貨店網組織は、今さら說明するまでもなく（イ）商品切手の全國的活用による資金融通（ロ）投下資本の運轉速度促進（ハ）商品の地理的ないし季節的鹽梅による無駄排除（ニ）大・中都市における分店開設からさらに小都市分店開設への發展による文字通りの全國的販賣機關の統制可能（ホ）大規模宣傳費の節約等々の利益によって、益々利潤率を增大し得るのである。

　その他、連鎻店制度（東京で云へば資生堂、森永キヤンデイーストア、明治製菓賣店、甘栗太郎、三好野、マルタ號パン等々）のごとく、同一資本系統によつて分散された小賣店舗の連鎻、大雜誌出版所の代理部制度のごとき通信販賣、諸種の公私設市場、消費組合制度等の發達は、獨立小賣店の相對的過剩の原因をなし、これらの陥落を早めつゝあることは、多言を要しないであらう。
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　かやうに、小賣商は、今日、いろ〳〵な競爭者のために、だん〳〵隅へ押しつめられつつある。なにしろ、例へば東京市内では、米屋や酒屋のごときは二十軒位の常顧客によつて生活してゐるさうである。フリのお客もないではないが、多くの小賣店にとつては、かうしたお客はあまり當てにはならぬ。（東京市における小賣商全體の統計によれば世帶數約八戶につき一軒の小賣商を有するといふ。）

　この場合、小賣商はどうして店を張つて行けるかといふと、普通の考へでは、結局『薄利多賣』で行くか、『高利少賣』で行くよりほかはないといふことにならう。

　ところが、『多賣』するとすれば、よほど『薄利』でなければならぬ。しかし、元々競爭者が多いのだから『多賣』は見込みがない。『薄利』にも限度がある。と云つて、あまり『高利』にしては『少賣』どころか、少しも賣れないかもしれぬ。これは、わかりきつた話である。

　だが、今日の小賣商にとつては、すでに、かうした薄利多賣とか、その逆とかを商賣政策として考慮する餘地がなくなつてしまつたのである。それは、なぜであらうか。一言で云へば、特殊的には金解禁、一般的には世界經濟恐慌の深大化は、容赦なくわが小賣商の咽喉を絞めつけつゝあるからである。

　すでに、小賣商は、難かしく云へば、資本主義經濟の高度發展による中間存在たる『商業』機能の衰頽（獨占化した產業部門はもちろんのこと、獨占化せざる產業部門といへども生產者から直接消費者へのスローガンが漸次現實化しつゝある資本主義の發展に伴ふ大資本、大經營による販賣組織の發達等々によつて本質的に沒落の運命に置かれてゐるところへ、金解禁、世界經濟恐慌の深大化は、最終的な打撃を小賣商の頭上に加へつゝあるのである。

　手取り早く云へば、物が極端に賣れなくなつたのである。すなはち、ほとんどあらゆる商品生產につき驚くべき高率生產制限が行はれてゐるにかゝはらず、社會的消費——購賣力——がこれに伴はないのである。

　物價は止め度なく下落する。が、需要はこれに伴はない。從つて、さらにストツクは增大し、物價は低落する。商品を手持ちしてゐるものは、極端に云ふと、刻々値下りで損をして行く。小賣商に商品を却す問屋業者は、却賣物價の低落率が小賣物價の低落率より甚しく、且つ値下りを食ふ手持商品の量が小賣商のそれよりも多量であるがために、勢ひ、損失の度がはげしい。從つて、最近における問屋の沒落は、その程度においては、むしろ小賣商のそれよりも激甚であると云ひ得る。
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　ここで、問屋と小賣商との關係について、一言するのも、あながち無駄ではあるまい。

　問屋業者は、資本主義獨占化の發達と共に、小賣商よりもさらに直接沒落のテムポを早め各種產業部門を通じて、極く少數の特殊的なものを除いては、槪して氣息えん〳〵たる有樣である。特に昭和二年の金融恐慌以後周知のごとく中・小銀行沒落による金融難の激化で、大半は再起不能とまで云はれてゐる。從つて、問屋業者が當面の難關切拔け策として考へ得ることは、生產者に對する代金の支拂延期、小賣商に對する賣掛代金回收の督促である。他方、小賣商は、出來るだけ消費者に下落一方の價格の維持ないし吊上げその他によつて負擔を轉嫁すると共に、當の問屋に對しては極力仕入品の不拂ひを實行しようとする。これは自然の勢ひである。

　さらに、一方、消費者の大部分を占める一般無產大衆は、加速度を加へる生活條件の惡化（失業續出、賃銀・俸給の引下げ、その他諸種の原因による收入の減退）によつて、購買力が遞減する結果、今まで通り小賣商から物を買ふとすれば、勢ひ掛けを利用して拂ひを惡くする。從つて小賣商の貸仆れが增加する。從つてまた、前に述べたやうに小賣商は不拂ひによつて問屋に負擔をはね返へす。問屋は、また、生產者へ負擔を轉嫁する。不景氣が深刻化すれば深刻化するほど、このいたちごつこが深刻化するのである。

　商人間の貸仆れは、むろん昔からある現象である。だが、普通の商人間にあつては、貸仆れは、大槪商賣の思惑違ひから起つたものであつた。例へば、吳服商ならば流行新柄をあまり大量に仕入れたところ思惑通り賣れなかつたとかいふ場合であつた。

　ところが、今日では、かうした思惑違ひによる貸仆れとか不拂ひとかといふことよりも大槪の小賣商は、純然たる生活費のために、問屋に不拂ひするものが、極めて多くなつたことは顯著な事實である。
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　例年の歲末ならば、各小賣商店は、歲末大賣出しに狂奔するところであるが——むろん本年とても歲末聯合大賣出しがなくなるわけではないが——本年の場合はよほど趣きを異にするだらうといふ豫想は、専門家筋のほとんど一致した見解のやうである。

　このことは何を意味するだらうか。

　例年の小賣商店の歳末大賣出しは、大量的に觀察すれば、これによつて賣上げの增加從つて利潤の增大を計り問屋に對する大節季の決濟をなし、さらに明春の商賣發展の基礎を築かうといふ商賣上極めて大事な年中行事の一つであつた。各商店はこの歲末大賣出しと中元大賣出しによつて、來るべき商賣發展の基礎たらしめんと欲し、且つある程度まで實現されたのである。

　ところが、本年末の事情は、ほとんど一變してゐる。

　親しく東京市内外の年末を控へた各商店街を視察・調査した某専門家が、筆者に語つたところによると、大多數の小賣店主は、歲末大賣出しの空景氣だけでは、明春の發展の基礎はおろか、家族の純生活費さへ捻出出來ぬと見て、例年のやうに大賣出しそのものの技術的工夫に浮身をやつすものはないといふ。換言すれば、本年末の大賣出しは、大晦日に支拂ふべき生活上の諸支拂ひさへ保證して吳れさうもないといふのが、大多數の小賣商の考へだといふ。

　從つて、大多數の小賣店主の腹は、滯りに滯こつた問屋への決濟はむろん出來るだけ明年まで延期し、せめて歲末大賣出しによる賣上げ金を以て、年の瀬を越すに必要な生活資金（商賣資金ではない）を得ようといふのである。

　大部分の小賣商にとつて、今日焦眉の最大問題は、いかにして商賣を發展させようかといふことよりも、むしろ、いかにして每日食はうかといふ問題でゐママ〔あ〕る。彼等は、いまこそ、文字通りセミ・プロレタリア化してきたのである。彼等は、全く賣喰ひの狀態にあると云つていい。賣喰ひと云つても、自己の私有財產の賣喰ひではなくて、他人の（問屋の）商品の賣喰ひである。かういふと、さも小賣商は、すべて法律上橫領罪を構成してゐるやうだが、幾分かは問屋側の追及で支拂つて居り、且つ甚しき惡意の小賣商に非るかぎり支拂ふ意思は持つてゐるのだから、もとより法律上橫領罪とかなんとか難かしく云ふべき筋合ではない。今日、いかに不渡手形が激增したことか、いな不渡でもなんでも手形を債權者に押しつけ得るものは、羨望の的となつてゐると云つても過言ではない。
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　結局、年末にあたつて、大多數の小賣商のなし得、またなさんとしてゐることは、問屋に對する支拂延期、諸生活費の節減、生活諸拂ひの減額ないし延期、××の××と云つたやうなごく消極的な對策に止まるだらう。

　尤も、なかには日步五十錢、ないし一圓位で高利貸から借金してまでも、年の瀨を越さうと焦慮してゐるものもゐようが、これは生活費の捻出策とか問屋への支拂策といふよりも他の高利貸からの借金の借替策が大部分を占めるものと考へられる。問屋への支拂ひは、『善意』の小賣商さへも、本年末は他の小賣商の例に做ママ〔倣〕つて延期する窮餘の策に出るだらう。從つて、高利貸のばつこは案外本年來ママ〔末〕は少いやうな奇現象を呈するかもしれない。

　かやうに、大多數の小賣商は今やほとんど窮乏のどん底に陥つてゐる。（農村における小賣商も農產物價格の大慘落に遭つては、これまた農民から貸金の取立ては大部分不可能と見られるから、勢ひ問屋への支拂ひも延期されるであらう。）

　しかしながら、小賣店主のイデオロギーは今日なほ、大部分は封建的、奴隷的、保守的性質のもので、彼等の善意にかゝはらずかやうな生活窮乏のどん底に叩きのめされながらも、出來るだけ自己の運命をあきらめることによつて、その日暮しに甘んじようとしてゐるが、彼等の頭の中には追つても〳〵拂ひのけられないたゞ一つの疑惑の種子が生長しつゝあることは、見逃されない事實である。それは何であるか。

　今日まで、彼等は、漫然景氣循環說を信じて居つた。ナーニもう少し我慢すれば、また景氣がくるといふことが、從來不況時における彼等の考へ方であつた。ところが、今日つひに彼等は、今日の不景氣が昔のそれとなんとなく違ふことを漠然ながら感じてきたのである。どうしても飛び越えることの出來ない深淵が、彼等の前に立ちはだかつてゐることを感じてきたのである。彼等の多數は、理論を知らない。たゞしかし、彼等は、容易ならぬ時勢が目前に迫りつゝあることを感じてきたのである。

　彼等のこの漠然たる恐怖、焦燥、不平、覺醒の念を、一つの明確な旗印の下に再整理し成長させることが、今日共同戰線黨としての無產政黨に與へられた重大な任務の一つではなからうか。（三〇・一一・一記）
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